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部活動の活動方針
和洋国府台女子中学校高等学校

１ 学校教育目標と部活動との関連及び部活動の教育的意義

（１）学校教育の一環として行われる教育活動であり、学校教育目標「一、周囲に対する思いやりと

物事に挑戦する逞しさをもつ 二、自らを律し、礼儀正しく、品格をもつ 三、文化を尊重し、豊か

な表現力をもつ」の具現化に向けた活動である。

（２）生徒の自発的な参加によって行われ、スポーツや文化活動を通じて、技術・技能の向上や体力

の伸長を図ることをはじめ、礼儀・協調性・忍耐力・向上心・努力や感謝の心など、生徒の多様な学

びの場である。

（３）同学年をはじめ、先輩・後輩・顧問（指導者）との好ましい人間関係を構築する場である。

２ 基本方針

（１）適切な指導

① 顧問および指導者は、担当する部の特性等を踏まえ、短時間に、合理的かつ効率的・効果的な活

動を工夫する。また、過度な練習等で生徒の心身に負担を与えないよう、適切な休養を確保する。

② 体罰を根絶することは勿論、生徒の人格を否定したり、傷つけたりする言動やパワーハラスメン

ト・セクシャルハラスメントについても根絶を徹底する。また、特定の生徒に対して独善的に、執

拗かつ過度な身体的・精神的負荷を与えることのないよう留意する。

③ 必要に応じて担任・養護教諭等と連携し、発達の個人差や女子の成長期における身体と心の状態

に関する正しい知識を得た上で指導を行う。

（２）事故防止

① 活動中のけがや事故を未然に防止するためにも、安全な活動環境を整える。

② 熱中症予防については、暑さ指数（ＷＢＧＴ）・熱中症アラート（市川市）を基準にして、活動

内容の変更や活動中止の判断を適切に行う。

（３）その他

① 各顧問は、部の活動方針・年間及び毎月の活動計画および、実施報告書を作成し、校長に提出す

る。また、活動計画は生徒及び保護者に周知する。

② 教職員の働き方改革の推進を考慮した部活動運営となるよう配慮する。また、保護者にも趣旨を

理解してもらった上で、顧問との協力体制の構築を図る。

３ 活動規定（部・同好会 指導上の注意より抜粋）

日常の活動 [登校 7：00 以降 下校完了 18：00 ]

１ 顧問は年間指導計画・部員名簿を部活動世話人に提出（A４サイズ 6月初旬まで）

基本 中学は水曜日、日曜日を休み、高校は水曜日を休みとする

２ 顧問は活動時必ず活動場所又は校内にて指導（服装・言葉遣い・挨拶等を含む）

３ 生徒は 18時下校完了
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（18時までに正門を出られるように活動を終了、顧問は生徒の下校を確認）

ただし、次の２点を満たせば大会直前（１～２週間）19：00までの活動が認められる（高校のみ）

① 練習計画を保護者に知らせ了承を得る ② 願い書を作成し、学校長の許可を得る

４ 定期考査１週間前から終了前日まで活動禁止

ただし、次の２点を満たせばこの期間でも１時間程度の活動が認められる

① 練習計画を保護者に知らせ了承を得る ② 願い書を作成し、学校長の許可を得る

５ 活動中の事故・怪我等は直ちに教頭もしくは学校長に報告し、できうる限りの対応・応急処置を

行う

６ 活動状況は適宜保護者へ連絡 （保護者会、部活動クラスルーム等）


